
 

 

← 
埼玉県飯能市にある標高770ｍの高台「関八州
見晴台」。常陸・安房・下総・上総・上野・下野・
武蔵・相模の関八州が見晴らせます 
（「関八州見晴台 MAPPLE 観光ガイド」より転載） 

※ 

五
畿
七
道
…
律
令
制
度
下
の
行
政
区
分
で
、
都

周
辺
の
五
国(

大
和
・
山
城
・
和
泉
・
河
内
・
摂
津)

を
畿
内
、
そ
れ
以
外
の
地
域
を
山
陽
道
・
山
陰
道
・

西
海
道
・
南
海
道
・
東
海
道
・
東
山
道
・
北
陸
道
の

七
つ
に
区
分
し
た
も
の
が
七
道
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
含

ま
れ
る
各
国
の
国
府
は
、
同
名
の
幹
線
官
道
で
結
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
以
降
も
継
続
し
て
使
わ
れ
、

新
た
な
地
域(

蝦
夷
地)

は
北
海
道
と
称
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
明
治
中
期
以
降
は
あ
ま

り
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
北
海
道
だ
け
は

今
日
の
都
道
府
県
制
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

※ 

五
畿
七
道
内
の
諸
国
…
古
来
大
八
洲
六
十
余
洲

と
い
う
表
現
が
よ
く
な
さ
れ
ま
す
が
、
八
島(

八
洲)

と

は
、
『
古
事
記
』
で
い
う
と
こ
ろ
の
日
本
で
、
本
来
多
く

の
島
か
ら
な
る
と
言
う
意
味
で
し
た
が
、
主
に
本
州
・

九
州
・
四
国
・
淡
路
・
壱
岐
・
対
馬
・
隠
岐
・
佐
渡
の
８
つ

の
島
の
総
称
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
日

本
は
、
や
が
て
五
畿
七
道
に
区
分
さ
れ
、
七
道
内
に
は

国
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
国
名
は
、
関
八
州
で
い
う
と
東

海
道
に
属
し
た
相
模
・
武
蔵
・
安
房
・
上
総
・
下
総
・
常

陸
、
東
山
道
の
上
野
・下
野
が
そ
れ
で
、
全
国
で
60
余

り
に
な
っ
た
の
で
す
。
た
だ
し
、
本
来
の
数
は
も
っ
と
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
き
な
国
は
分
割
さ
れ
新
た
に

国
名
が
付
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
総
の
国
が

上
総
・
下
総
に
、
毛
野
の
国
が
上
野
・
下
野
に
、
関
八

州
以
外
で
は
、
吉
備
の
国
が
備
前･

備
中
・
備
後
、
越
の

国
が
越
前
・
越
中
・
越
後
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
、
幹
線
官
道
沿
い
で
都
に
近
い
方
が｢

上｣

で
あ
っ 

た

り
、｢

前｣

と
表
現
さ
れ
ま
し
た
。 

→ 
復元された箱根
御関所（『よみが
える箱根関所』 
ＨＰより転載） 

 
 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

関
東
・
関
八
州 

 

古
代
・
律
令
制
が
構
築
さ
れ
た
飛
鳥
時
代
後

期
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
、
「
関
東
」
と
い

う
地
域
概
念
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
時
期
に
畿

内
を
防
御
す
る
た
め
、
東
海
道
の
鈴
鹿
関
・
東

山
道
の
不
破
関
・
北
陸
道
の
愛
発
関
が
設
置
さ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
三
関
か
ら
東
を
「
関
東
」

と
呼
ん
だ
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
は｢

関

東｣

は
、｢

東
国｣

と
ほ
ぼ
同
義
で
使
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。 

 
 

平
安
中
期
に
な
る
と
、
愛
発
関
に
代
わ
り
逢

坂
関
が
三
関
に
加
え
ら
れ
ま
す
が
、
関
東
の
地

域
範
囲
に
は
、
大
き
な
異
同
は
な
く
平
安
末
期

ま
で
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

平
安
末
期
に
、
源
平
争
乱
を
制
し
た
源
頼
朝

が
朝
廷
か
ら
自
立
し
た
政
権
を
鎌
倉
に
樹
立

す
る
と
、
自
ら
の
政
権
を
「
畿
内
近
国
・
西
国

方
」
に
対
し
て
「
関
東
方
」
と
称
し
、
ほ
ど
な

く
「
関
東
」
は
、
頼
朝
政
権
＝
鎌
倉
幕
府
の
公

式
な
呼
称
と
し
て
定
着
し
て
い
き
ま
す
。
幕
府

成
立
後
の
「
関
東
」
が
示
す
地
域
範
囲
は
、
律

令
以
来
の
関
東
で
は
な
く
、
遠
江
国
・
信
濃

国
・
越
後
国
以
東
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
鎌

倉
幕
府
の
支
持
基
盤
で
、
か
つ
朝
廷
か
ら
公
認

さ
れ
た
直
接
統
治
範
囲
で
し
た
。
こ
う
し
て

「
関
東
」
は
、
鎌
倉
幕
府
そ
の
も
の
及
び
鎌
倉

幕
府
が
直
接
に
統
治
権
を
及
ぼ
す
地
域
の
二

つ
を
表
す
言
葉
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。 

 

14
世
紀
に
成
立
し
、
鎌
倉
幕
府
の
正
史
と

も
言
う
べ
き
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
「
関
西
三
十

八
カ
国
、
関
東
二
十
八
カ
国
」
と
の
記
述
が
あ

り
、
今
日
の
「
東
日
本
」
全
体
を
指
す
意
味
で

も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 
 

や
が
て
室
町
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
鎌
倉
に

「
鎌
倉
公
方
＝
鎌
倉
府
」
が
設
置
さ
れ
、
鎌
倉

公
方
の
管
轄
す
る
諸
国
を
指
す
よ
う
に
な
り
、 

                           

坂
東
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
相
模
・
武
蔵
・
安

房
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
上
野
・
下
野
の
８

カ
国
に
、
伊
豆
・
甲
斐
を
加
え
た
10
カ
国
が

「
関
東
」
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
14
世
紀
末
に
陸
奥
・
出
羽
国

が
鎌
倉
公
方
の
管
轄
下
に
入
る
と
、
奥
羽
も
ま

た
「
関
東
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。 

 
 

時
代
が
下
り
、
江
戸
幕
府
が
成
立
す
る
と
、

「
関
東
」
の
概
念
は
、
ま
た
変
化
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
江
戸
を
防
御
す
る
た
め
の
箱
根
・

小
仏
・
碓
井
の
三
関
よ
り
東
の
坂
東
８
カ
国

が
、
「
関
東
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
幕
府
で
は
公
式
に
は
奥
羽
も
「
関
東
」

に
含
む
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
「
関
八
州
」

の
概
念
が
生
じ
、
一
般
的
に
は
旧
来
の
坂
東
８

カ
国
が
「
関
東
」
と
認
識
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

 

古
代
の
三
関 

 

古
代
に
愛
発
・
不
破
・
鈴
鹿
の
三
関
が
設
け

ら
れ
、
９
世
紀
初
頭
に
逢
坂
関
が
愛
発
関
に
代

わ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
「
関
」
つ
い
て
さ
ら
に
述
べ
て
み
ま
す
。 

 
 

三
関
に
は
、
鼓
吹
軍
器(

兵
器
類)

が
常
備
さ

れ
、
城
主
と
呼
ば
れ
る
役
人
が
常
駐
す
る
体
制

が
と
ら
れ
、
非
常
事
態
に
備
え
て
い
ま
し
た
。

小
紙
第
58
号
で
触
れ
た
常
陸
国
府
に
付
随
し

た
遺
跡
で
あ
る
鹿
の
子
も
、
「
関
」
で
は
な
い

も
の
の
蝦
夷
征
討
に
関
連
し
た
軍
事
施
設
で
、

軍
事
的
な
工
房
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
三
関
に

も
こ
う
し
た
施
設
も
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
非
常
事
態
が
発
生
す
る
と
、

朝
廷
は
三
関
に
固
関
使(

こ
げ
ん
し)

を
派
遣

し
ま
す
が
、
蔵
司
が
保
管
す
る
関
契
と
い
う
割

符
の
左
符
が
固
関
使
に
与
え
ら
れ
、
三
関
で
国

司
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
右
符
と
照
合

し
ま
す
。
こ
れ
が
一
致
す
る
と
非
常
事
態
と
認

定
さ
れ
、
関
が
閉
鎖
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
を

「
固
関
」
と
い
い
ま
す
。
関
を
閉
鎖
す
る
の
は

東
国
か
ら
畿
内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
で
す

が
、
逆
に
中
央
の
謀
反
者
等
の
東
国
へ
の
逃
亡

を
防
ぐ
と
い
う
目
的
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。
天

平
宝
字
８(

764)

年
の
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
の
際

は
、
愛
発
関
を
閉
じ
る
こ
と
に
よ
り
仲
麻
呂
が

息
子
の
い
る
越
前
国
へ
逃
げ
る
こ
と
を
防
い

だ
と
い
い
ま
す
。 

 
 

三
関
の
設
置
時
期
は
、
天
武
天
皇
元(

672)

年
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
前
後
の
壬
申
の
乱
で
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愛
発
関
あ
ら
ち
の
せ
き
…
北
陸
道
近
江
国
と
越
前
国

の
国
境
に
置
か
れ
た
。
現
福
井
県
敦
賀
市
疋
田
な
い

し
同
市
道
口
と
さ
れ
ま
す
。 

逢
坂
関
お
う
さ
か
の
せ
き
…
山
城
国
と
近
江
国
の
国

境
に
設
置
。
現
滋
賀
県
大
津
市
石
山
寺
付
近
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

不
破
関
ふ
わ
の
せ
き
…
東
山
道
美
濃
国
に
置
か
れ
、
現

岐
阜
県
不
破
郡
関
ヶ
原
町
松
尾
と
さ
れ
ま
す
。 

 

鈴
鹿
関
す
ず
か
の
せ
き
…
伊
勢
国
に
あ
っ
た
東
海
道

の
関
。
現
三
重
県
亀
山
市
関
町
新
所
と
す
る
説
が
有

力
で
す
。 

 

箱
根
関
所
…
東
海
道
の
芦
ノ
湖
畔
に
設
置
さ
れ
、
幕

府
が
最
も
重
視
し
た
関
所
で
、
後
に
、
箱
根
は
主
と

し
て
出
女
を
、
今
切
が
入
鉄
砲
を
監
視
す
る
よ
う
に

役
割
分
担
が
定
め
ら
れ
ま
す
。
平
成
19
年
に
関
所

は
復
元
さ
れ
、
往
事
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

今
切
関
所
…
東
海
道
の
浜
名
湖
西
岸
に
あ
り
、
当
時

の
関
所
建
物
と
し
て
は
唯
一
現
存
し
ま
す
。 

碓
井
関
所
…
現
在
の
群
馬
県
安
中
市
松
井
田
町
横
川

に
あ
り
、
東
門
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。 

木
曽
福
嶋
関
所
…
碓
井
関
所
と
同
様
、
中
山
道
に
あ

り
、
元
来
妻
籠
宿
に
あ
っ
た
番
所
が
木
曽
福
島
に
移

転
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

は
、
大
海
人
皇
子(

後
、
天
武
天
皇)

が
初
動
で

不
破
道
を
塞
ぎ
、
優
位
に
立
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
文
武
４
（
700
）
年
に

ほ
ぼ
完
成
し
た
と
さ
れ
る
大
宝
令
に
は
、
三
関

が
警
察
・
軍
事
の
機
能
を
兼
備
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
ま
す
。 

 
 

そ
の
後
、
養
老
５(
722)

年
の
元
明
太
上
天

皇
の
崩
御
に
際
し
、
初
め
て
固
関
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
天
皇
・
太
上
天
皇
の
病
気
・

崩
御
、
長
屋
王
の
変
・
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
・
薬

子
の
乱
な
ど
の
争
乱
で
も
、
固
関
使
が
派
遣
さ

れ
て
い
ま
す
。
延
暦
８(

789)

年
に
な
る
と
、

桓
武
天
皇
の
勅
に
よ
り
、
三
関
が
突
然
停
廃
さ

れ
ま
す
が
、
完
全
に
放
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
そ
の
後
も
「
関
」
と
し
て
機
能
し
、
し
ば

し
ば
固
関
が
行
わ
れ
て
い
く
の
で
す
。 

 
 

           

中
世
の
関
所 

 
 

中
世
の
室
町
時
代
に
は
、
足
利
幕
府
が
一
応

は
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
の
基
盤
は
脆
弱
と
言

え
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
地
に
有
力

な
勢
力
が
分
立
す
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
そ

う
し
た
勢
力
が
覇
を
競
う
戦
国
時
代
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
契
機
と
な
る
の
が
、
応
仁
元
（

1467
）

年
か
ら
約
10
年
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ

た
応
仁
の
乱
で
す
。
戦
乱
が
続
く
世
は
〝
暗
い

時
代
〟
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
政
治
的
な
混

乱
の
渦
中
に
あ
っ
て
も
、
一
般
民
衆
は
し
た
た

か
に
生
き
、
そ
の
様
子
は
、
古
今
東
西
の
各
地

に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
わ
が
国
の
15
・
16

世
紀
も
全
く
同
じ
で
、
戦
乱
の
世
情
ゆ
え
に
旧

来
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
、
人
々
の
活
動
は
自

由
闊
達
に
な
り
、
人
や
物
資
の
動
き
が
、
そ
れ

ま
で
に
も
ま
し
て
活
発
に
な
り
ま
す
。 

 
 

日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
各
所
に

「
関
」
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
関
は
前
代
ま
で
の
軍
事
的
な
意
味

は
全
く
持
た
な
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、
室

町
幕
府
や
そ
の
地
域
を
支
配
す
る
勢
力
が
財

政
を
補
う
た
め
設
置
し
た
も
の
で
、
関
を
通
過

す
る
人
や
物
に
対
し
て
通
行
税
を
課
す
も
の

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
例
に

見
ら
れ
ま
す
。 

＊ 

京
・
大
坂
間
の
淀
川
筋
に
600
余
の
関
所
設
置  

＊ 

奈
良
興
福
寺
の
僧
尋
尊
の
使
者
の
旅 

文
明
11
（

1479
）
年
奈
良
か
ら
美
濃
ま
で 

  
 
  

通
貨
関
所
290  

関
銭
・
渡
賃
１
貫
496
文 

当
時
の
米
価
は
１
石
が
約
700
文
で
す

の
で
、
関
銭
・
渡
賃
は
米
約
２
石
分
に
相

当
し
ま
す
。
現
在
の
米
価
は
１
石
が
、
生

産
者
段
階
で
は
約
３
万
円
、
消
費
者
段
階

で
は
約
７
～
８
万
円
に
当
た
り
ま
す
の

で
、
か
な
り
の
金
額
と
言
え
ま
す
。 

し
か
し
、
戦
国
時
代
も
後
半
に
な
る
と
、
各

地
の
戦
国
大
名
が
領
国
の
一
円
支
配
を
強
め

る
こ
と
で
、
多
様
な
主
体
が
設
置
し
て
い
た
関

所
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
信
長
・
秀

吉
の
統
一
事
業
の
進
展
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の

関
所
が
廃
止
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

近
世
の
関
所 

 
 

関
ヶ
原
の
合
戦
に
勝
利
し
天
下
統
一
を
成

し
遂
げ
た
徳
川
家
康
は
、
征
夷
大
将
軍
と
し
て

江
戸
に
幕
府
を
開
き
、
間
も
な
く
将
軍
職
を
子

の
秀
忠
に
譲
る
と
、
大
御
所
と
し
て
政
権
の
確

立
の
た
め
様
々
な
政
策
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。 そ

の
中
の
一
つ
が
江
戸
を
中
心
と
し
た
街

道
の
整
備
で
す
。
三
代
将
軍
家
光
の
頃
ま
で
に

は
、
東
海
道
・
中
山
道
・
奥
州
道
中
・
甲
州
道

中
・
日
光
道
中
の
五
街
道
を
は
じ
め
と
し
て
、

そ
の
他
の
脇
往
還
と
い
わ
れ
る
道
筋
が
整
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
旅
の
利
便
を
図
る
意
味

も
あ
っ
て
、
一
里
塚
や
並
木
な
ど
が
設
け
ら
れ

る
と
と
も
に
、
約
10

km
ご
と
に
宿
場
が
設
置

さ
れ
ま
し
た(

東
海
道
は
「
東
海
道
五
十
三
次
」

と
い
わ
れ
、
江
戸
・
京
間
約
500

km
に
53
の
宿

場
が
存
在
し
ま
し
た)

。
同
時
に
、
江
戸
防
衛

の
た
め
の
策
と
し
て
、
河
川
に
架
橋
さ
れ
な
い

と
こ
ろ
も
多
く
あ
っ
た
り
、
各
所
に
関
所
が
設

置
さ
れ
た
り
し
て
、
人
の
往
来
を
制
限
・
監
視

す
る
政
策
も
採
ら
れ
て
い
ま
す
。 

関
所
は
、
関
八
州
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域

に
50
余
カ
所
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち

特
に
重
要
と
さ
れ
た
の
が
、
東
海
道
で
は
、
相

模
の
箱
根
と
遠
江
の
今
切
（
通
称
、
荒
井
、
後

に
新
居
）
で
、
中
山
道
で
は
、
上
野
の
碓
井
と

信
濃
の
木
曽
福
島
の
４
カ
所
で
す
。
こ
う
し
た

関
所
で
は
、｢

入
鉄
砲
に
出
女｣

を
特
に
監
視
し

た
と
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
江
戸
に
居
住
す
る

こ
と
を
強
要
さ
れ
た
大
名
の
妻
女
等
が
密
か

に
江
戸
を
離
れ
国
元
等
へ
向
か
う
こ
と
と
、
鉄

砲
を
は
じ
め
と
す
る
武
器
が
関
八
州
・
江
戸
に

持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
を
監
視
し
た
の
で
す
。 

そ
う
し
た
一
方
で
、
橋
の
な
い
川
で
は
、
渡

船
が
主
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
す
ら
許
容
さ
れ

な
い
川
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
川
越
人
足
の
出
番

と
な
り
ま
す
。
大
井
川
の
例
で
言
え
ば
、
股

通
・
帯
下
通
・
帯
上
通
・
乳
通
・
脇
通
の
五
段

階
の
水
量
区
分
が
あ
り
、
股
下
で
48
文
か
ら

脇
ま
で
の
水
量
で
94
文
ま
で
の
料
金
が
必
要

で
し
た
。
現
在
の
金
額
で
言
え
ば
、
お
お
よ
そ

1500
円
か
ら

3000
円
と
か
な
り
高
額
で
し
た
。
こ

れ
が
、
人
足
の
肩
に
乗
っ
て
の
川
越
で
、
他
に

輦
台(

連
台)

で
の
渡
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
さ
ら
に
高
額
で
、
最
低
で
も
肩
車
の
６
倍

の
料
金
が
必
要
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
の

旅
人
に
と
っ
て
は
、
川
越
は
大
変
な
負
担
だ
っ

た
の
で
す
。
加
え
て
、
水
量
が
脇(

腋)

以
上
に

な
る
と
、
川
止
め
に
な
り
、
両
岸
の
宿
場
に
滞

在
し
川
止
め
解
除
を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
負
担
は
一
層
か
さ
む
こ
と
も
余
儀

な
く
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、 

箱
根
八
里
は
馬
で
も
越
す
が 

越
す
に
越
さ
れ
ぬ
大
井
川 

な
ど
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。 

 

大
井
川
の
よ
う
な
川
は
、
東
海
道
筋
で
は
、

大
井
川
と
同
じ
駿
河
の
安
倍
川
、
相
模
の
酒
匂

川
・
興
津
川
が
あ
り
、
ま
さ
に
江
戸
防
衛
の
重

要
な
役
目
を
し
て
い
た
の
で
す
。 

 
  

           

こ
の
よ
う
に
、
幕
府
、
そ
の
中
心
地
の
江
戸
、

さ
ら
に
は
幕
府
の
根
拠
地
と
も
い
う
べ
き
関

八
州
を
、
防
衛
す
る
た
め
の
重
要
政
策
と
し

て
、
河
川
に
架
橋
し
な
い
こ
と
や
関
所
の
設
置

が
あ
っ
た
の
で
す
。 

（
高
21
回
卒 

鈴
木
義
人
） 


